
特集：クリティカル・サイクリング

赤松 明らかにロング・ライドに適しているのは、リカ
ンベント。一人のときもそうですね。このタイプは低速
が難しいので、みんなで走るときはそれこそバランスが
悪くなる。みんなで走るときはロードバイク。ロードバ
イクは先頭で風を切れるので、続く人が楽になるんです。
そのあと順番を変えて、助け合い集団走行ができる。風
は助けてくれる一方で、戦う相手でもありますね。

松井 北村さんはずっと参加してきてどうですか？

北村 時間外なんで、趣味ですね（笑）。最初に乗って
思ったのは、単純に自分が知っていた自転車よりも快楽
だということですね。車ほど手に負えないわけでもなく
て。歩きだと行けないけれど、車だと途中の風景を飛ば
してしまうというか脳の処理が追いつかない。自転車だ
とちょうど脳が捉えられるスピードで移動できて世界が
広がる気がします。コラムにも書きましたが、「天候に
も左右される中途半端な乗り物」であるところが、ちょ
うどいい道具なのではないかと思いますね。

とにかく自転車に乗っていこう！

松井 「クリティカル・サイクリング」という言葉を赤
松さんが投げたわけですが、こうして様々な反応が得ら
れたわけで、僕もたいへん楽しく関わってきました。ト
ークイベントの際に、平林真実さんが最後まで聞いてく
ださって、車だってそういう側面があるということを言
われたと記憶しています。僕にとっては、最初に述べた
ように、「クリティカル」という観点を得るというとこ
ろだけで考えると、まさにその通りなんですよね。だか
ら、僕は平林さんが「クリティカル・ドライブ」とか主

張されたら、それにもぜひ関わりたいわけですね。そこ
で際立ってくる差分がやはり面白いんですね。車は無く
なってみんな自転車になれば良いという話しじゃ無い
し、その逆でもない。

伊村 自転車だけにフォーカスしてもいけないというこ
とですね。サイクル・トレインもあるし、そういう楽の
仕方もあります。いろいろアレンジした遊びの余地もあ
る。いろんなアプローチの仕方がある。車体が軽いとか、
機動性だとか、身体の一部とは言い過ぎかも知れないで
すが、そういうところに「クリティカル」な感動があり
ますね。

松井 自分の身体をもって世界との距離が測れるという
か、誰でも参加できて、話題にできるところが大事です
ね。今後も、教員から学生、事務職員、さらには外部ま
で、緩やかな場を保つことが大事なのだと思います。引
き続き、赤松さんにライドを適当に呼びかけてもらって
いただければと思います。

赤松 約1年、皆さんと一緒にできて、ここまでの賛同
をもらえるとは思ってなかったです。改めて感謝してい
ます。新年度は、違う側面から自転車を捉え直して、ま
だまだやられていないことを探して、謙虚に、新しい風
を起こしていきたいと考えています。こうして紀要で特
集して載ってしまったわけですが、これまで以上に気負
わず、愉快で楽しく、ここで紹介した事柄にとどまらな
い拡がりを深めていきたいと考えています。

（2017年1月26日、IAMASにて収録）

32 33

≪鳥居のように佇む橋桁らしきもの≫ ≪なぜ引きつけられるのか…嘘のような風景≫

サイクリング・風景
八嶋有司

自転車に乗ることを通じて得た知見を、個人の制作へ結び
つけようと思考することが、映像・メディア表現を扱う私に
とっての「クリティカル」である。とりわけ私が風景をどの
ように感覚し、創作の素材となるようなサンプリングを行っ
ているのかをこの機会に考察してみたい。

自転車に乗り、まだ見たこともないような美しい風景に出
会ったとき、自分が風景を発見したというよりも、ただ、風
景がそこで自分をじっと待っていたというように感覚するこ
とがある。そのとき、その場所が持つ重層的な時間や、存在
について身勝手に夢想する。

ロラン・バルト（1915-1980）が「明るい部屋」におい
て「ストゥディウム（Studium）」と「プンクトゥム（Punctum）」
という写真の経験をめぐる2つの対立した概念を提示したこ
とはよく知られている。前者は、これまでの経験や文化的な
知識・教養によって、写真から読み解くことが可能な一般的
な情報や要素であることに対して、「プンクトゥム（Punc-
tum）」は、斑点や針で刺したような小さな穴、刺し傷、裂
け目と訳されるように、小さな細部から一般的な概念や関心
を揺さぶり、写真を見る人の感情に突き刺すような要素だと
している。自転車に乗り、どこかの風景に出会うことは、写
真を見る経験とはまったく異なるが、私にとって自転車に乗
ることは、まだ見ぬ風景から突き刺されるような、潜在的な
プンクトゥムを探求することだと言える。

自転車は加速する。言うまでもなく、ロードバイクは積極
的に速い速度を維持できるようにテクノロジーを用いて設計

された自転車である。自転車はペダルを回し、タイヤを回転
させることを推進力として加速する。サイクリングでは快適
なライドを求めるために、凹凸のない舗装された道路を選択
し、速度を維持するためにも信号がなく、交通量の少ない道
を選ぶ。現代において、乗り物（車や電車など）が速度を上
げることは、目的をいかに素早く処理できるかが重要とされ、
目的に到達するまでの移動にかかる時間は無駄だと考えられ
ることが多い。極力、移動そのものを無に近づけるように働
きかけることが効率的だとされるが、自転車においては違う。
快適なライドという言葉が表すように、むしろ移動すること
や運動性そのものが楽しみであり、目的でもある。従って、
日本において自転車を快適に乗ることが出来る場所を求める
と、都市部や住宅街を避け、郊外へ出向くことが多くなる。
田舎の道路や川沿いの道、新しい道路が整備されたことで使
用されることがなくなった旧道、過疎化により人口が減り交
通量も減った山間の道路など。実際、サイクリング中に、な
ぜこんな場所に人がいるのかと戸惑い逃げる猿の群れに遭遇
した経験も幾度かある。過去には主要な幹線道路だった道沿
いには、既に廃業したレストランやドライブスルーの空き店
舗、トンネルが開通したため使われなくなった山の道路、か
つては村や集落が存在していた気配を残すダムや、古い建物。
同じ地続きの日常ではあるが、私が生活を営む都市部から離
れたそのような場所へ行くと、非日常的な世界に入り込んだ
ような感覚を受ける。私が風景を見たときに感じる、風景が
そこでじっと待っていたという感覚は、その場所に残る過去
の痕跡や気配となる細部を受け取ってしまうことによるのか
もしれない。
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